
 
令和６年度 兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科 

   景観園芸演習（実践演習）発表会（予定） 
 
日時：令和７年２月１８日(火)  ９：２０～１７：２５ 
場所：兵庫県公立大学法人 淡路緑景観キャンパス 

（兵庫県立淡路景観園芸学校 多目的ホール） 
 
※発表・時間等は予定です。変更になることがあります。 
 

９時00分 開場、受付   

 
保全管理領域 
●淡路島における湧水湿地の立地・植生・人の関わり－絶滅危惧生態系の現状と課題－ 
●自然のイメージの探索と展開－緑環境景観マネジメントにつながるアートベース・リサーチの試行－ 
●樹木葬墓地の現状把握と地域の里山環境保全に貢献する可能性 
●歴史的な温泉地における景観資源の把握と評価 
●植物園温室の経路空間における期待感を抱かせる要因 
●イラスト看板によるシロチドリ保全への誘導  
●圃場整備による畦畔草原の植生変化と土壌の関係－草原保全と圃場整備の両立を目指して－ 
●需要調査に基づく景観設計のための日本産樹木の３Dモデル作成  
●台湾の都市緑地における樹木医学に基づくスタートアップ企業の試行 
 
活用デザイン領域 
●中国蘇州拙政園における舗装パターンと空間の関係について 
●公園空間におけるストレス緩和の調査とその重要拠点の提案 
●農業用ウェアの提案と試作－淡路島の農業従事者の意見をもとに－ 
●ひょうご在来作物の中華料理食材としての評価とその消費拡大方策の検討 
●ＡＩを用いた景観表現の可能性 
●現代社会における公園改修の提案－中国長春市長春公園をモデルとして－ 
●身近な野生植物の使い方を通じてモンゴルの生活への理解を深めるための展示について 
 
施策マネジメント領域 
●農を用いた子どもの居場所の特徴解明－兵庫県洲本市TERRA子舎 自然農を対象に－ 
●空き地の花屋プロジェクト－神戸市兵庫区の密集市街地における狭小空き地の持続可能な  
管理活用法の提案－ 

●市民主体のコミュニティ農園普及に向けた空き地活用支援制度の活用実態の解明 
●不登校経験のある生徒とつくるプレーパーク－赤穂海浜公園での実践－ 
●公園緑地における自然素材の触覚活用のポテンシャルとそれを基にしたソフト支援 
●高知県四万十町における生姜穴の活用プロジェクト 
●コミュニティ・スクール事業を活用した学校ビオトープのマネジメントのあり方について 
 
まちづくりガーデナーコース 
●モモまるガーデン ～空き家のお庭再生ものがたり～ 
●森の力で元気もりもり！～里山再生とコミュニティづくり～ 
 
●全体講評、景観園芸賞発表、閉会挨拶 

 

〒656-1726淡路市野島常盤９５４－２ 
兵庫県立大学大学院 
 緑環境景観マネジメント研究科 
（兵庫県立淡路景観園芸学校） 
TEL：0799-82-3131 FAX：0799-82-3124 . 
http://www.awaji.ac.jp/ 
 
 
 

            


